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第３回都市農業の振興に関する検討会

日 時：平成24年１月11日（水）９：00～11：00

場 所：農林水産省 第３特別会議室

午前９時００分 開会

定刻になりましたので、ただいまから第３回都市農業の振興に関○田中都市農村交流課長

する検討会を開催させていただきます。

、 。委員の皆様方には ご多忙にもかかわりませずご出席を賜りましてありがとうございます

本日の委員の出欠状況でございますが、３名の委員がご欠席ということでご連絡をいただい

ております。沼尾委員、野岸委員、矢野委員につきましては、所用によりご欠席ということ

でございます。また、前回、前々回ご都合がつかず今回初めてご出席いただく委員を最初に

ご紹介させていただきます。

農業ジャーナリスト、榊田委員でございます。

榊田です。よろしくお願いいたします。○榊田委員

なごや農業協同組合代表理事組合長、二村委員でございます。○田中都市農村交流課長

なごや農協の二村でございます。よろしくお願いします。○二村委員

その他の委員のご紹介につきましては、誠に恐縮でございますけ○田中都市農村交流課長

れども、お手元に配付しております座席表にかえることとして省略させていただきたいと思

いますので、ご了承願います。

また、本日は後ほど座長からご説明があるかと思いますが、首都圏以外で都市農業にかか

わる施策等を実践していらっしゃいますお二人の方をお招きしておりますので、順にご紹介

させていただきます。

まず、なごや農業協同組合常務理事、寺西様でございます。

寺西でございます。よろしくお願いいたします。○寺西参考人

それから、倉敷市文化産業局の杉山様でございます。○田中都市農村交流課長

杉山でございます。よろしくお願いいたします。○杉山参考人

本日はありがとうございます。なお、役所側からの出席につきま○田中都市農村交流課長

しては、農水省側は省略させていただきますけれども、今回も国土交通省都市計画課及び公

園緑地・景観課からご出席をいただいております。ありがとうございます。
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まず、本日お手元に配付しております資料の確認をさせていただきます。

配付させていただいた資料として、議事次第と座席表のほかに資料１、２、３までが本日

３名の方からのプレゼンをいただく資料でございます。それから、資料４が第１回検討会で

委員からいただいた資料要求について事務局で整理させていただいたものでございます。そ

れから、参考資料として第２回検討会を東京都下、練馬区で実施しておりますので、その現

地調査の報告ということで内容を取りまとめたものでございます。資料漏れがあったら言っ

ていただければと思います。

恐縮ですけれども、カメラ撮りはここまでということでお願いさせていただければと思い

ます。

それでは、早速でございますけれども、議事に移りたいと思います。以降の議事進行につ

いては後藤座長にお願いいたします。

おはようございます。それでは、議事次第に従いまして議事を進めさせていた○後藤座長

だきたいと思います。今日は次第にありますように 「関東以外の地域における都市農業の、

事例について」ということと 「三大都市圏以外の地域における都市農業政策について」と、

いうことで、ご報告をいただいて議論してまいりたいと思います。

まずは 「関東以外の地域における都市農業の事例について」ということで、中部圏の事、

例として、なごや農業協同組合の寺西常務理事に、それから、近畿圏の事例として𡌛島委員

のお二人の方にそれぞれ20分程度ずつご紹介いただきたいと思います。また、各説明ごとに

若干の質疑をいただきますけれども、全部を終えた上で改めて全体の議論をしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。

それでは、まず、寺西常務理事におかれましては、準備の上ご報告をお願いいたします。

ご紹介いただきましたなごや農協の寺西と申します。○寺西参考人

今日は都市農業を考えるというテーマで依頼を受けましたので、ＪＡなごやとしての実態

を一部紹介させていただきたいと思います。私どもの経営理念であります人と人とのきずな

で地域と共存するＪＡなごやということで、なごや農業協同組合常務理事、寺西が説明をさ

せていただきます。

お手元の資料、１枚めくっていただきますと、目次ということで大まかな前段の中で名古

屋の実情についてということで 「はじめに」という文章と 「名古屋市の農業概況」という、 、

ことで載せてございます。２番目は「ＪＡなごやの取組み」ということで、支店の配置図か

ら概略、市内の農産物の分布等々、ＪＡなごやとの取組みを含めてこういった内容で書いて

ございます。３番目が「問題点と対策」ということで20、21ページにわたって記載がされて

おります。

、「 」 。１枚をめくっていただきますと はじめに というところから始めさせていただきます

土地利用の基本方針には、計画的に都市化を図るべき市街化区域と市街化を抑制すべき市

街化調整区域に区分して多様な都市生活や都市活動を支えるために制定されています。特に

市街化区域は都市機能の適切な配置を促進するために農地の減少が余儀なくされており、都

市農地での農業生産はますます厳しくなっています。市街化調整区域についても市街化や開

発を抑制することが重要ですけれども、バブル以降、安価な土地を求めて無秩序な開発が進
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んでいる地域があるのが実情でございます。

名古屋市では、土地区画整理事業について宅地整備されて農地も小規模に点在している地

域が多く見受けられています。そのような地区の農地では、基本的には生産基盤事業や近代

化事業など水田施策が困難となりまして、宅地並み課税により宅地供給を促進するようなこ

ととなっていました。しかし、都市農業の公益性ということで市街化区域内農地に対しても

一定の条件を満たす農地については生産緑地法に基づいて農地維持している地域も残されて

います。写真にあるように、全体を写していないので申し訳ないんですが、一番左の方が農

家開設型市民農園、それから中央と右側の写真が農協菜園の実態の一例の写真が載せてござ

います。

それと、１枚めくっていただいて３ページですが、ＪＡなごやの管内には市街地調整区域

もまだ残っておりまして、圃場整備がされている水田での米づくり、それと施設園芸、露地

栽培も積極的に取り組んでいます。

高齢化の進む農家世帯にもそれぞれ情熱や意欲を持った青年農業者も以前よりは徐々に増

えておりまして、こういった都市農業の抱える問題を地域の人々と共存して次世代に伝える

ことが我々ＪＡの役目と考えており、名古屋市の実態を以下のとおりご紹介をさせていただ

きたいと思います。

写真にあるように、施設や露地で作っているこれは、ブロッコリー、それからミツバ、米

等々、下の方の一番左は若手の農業者がミニトマトを作っている若い生産者、それとブロッ

コリーの生産者、それからミツバ、それと米のオペレーターの方々の写真を載せてございま

す。

それで、１－(2)ですが 「名古屋市の農業概況」ということで、こちらの方は、生産概況、

として、作付面積及び生産量、それと自給率ということで、この辺については、非常に低い

自給率でしかないというような資料でございます。

もう一枚めくっていただきますと、現在の農家戸数が3,823戸、農家人口が合計で１万4,2

10名という形になっております。それぞれ経営面積規模別の農家数で見てもらいますと、10

ａから30ａが2,186戸、30ａから50ａが744戸、50ａから１hａが663戸ということで、１hａ

以下の農家がほとんど96％を占めているということの内容でございます。

もう一枚めくっていただきますと、それぞれ先ほどの中の経営面積ということで、単位が

がａになっていますので 経営面積につきましては 14万6,326ａ そのうち自作地が14万2,、 、 、

174ａということでほぼ自作地、小作地では３％程度の4,152ａという内容でございます。こ

ちらもほとんど畑よりは田んぼが多いという内容で経営面積は推移しております。

それから 「生産緑地地区の指定」ということで、①指定及び除外という項目があります、

が、名古屋市の22年度の指定の内容が0.24hａということと、指定除外が9.69hａということ

で、プラスマイナスで9.45hａが１年間でマイナスになっており、変更前が320hａであった

ものが310hａとなっております。これはあくまでも500㎡以上ですので、500㎡以下の生産緑

地以外も含む転用の面積というのが下にございます。こちらは平成19年、20年、21年とそれ

ぞれ載っておりまして、平成19年が67.9hａ、20年が64hａ、21年が60.6hａと、この３年間

で192.5hａが農地から転用しているということで、そのうち60％以上が住宅用地、30％以上

がその他建物施設に転用されております。

あと、最初に写真でお示ししたとおり 「市民菜園の設置状況」ということで 「憩いの農、 、
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園 「その他市民農園 「農協菜園」というような形で３つに区分していますが、手前ども」、 」、

、 、 、の農協菜園につきましては69カ所 1,696区画 ４万6,752㎡ということになっておりまして

全体の中でもこの名古屋市の管理をしているこの３つの中の半分ぐらいを農協菜園で占めて

いるという形になってございます。

それで、次の２－(1)ということで 「ＪＡなごやの支店の配置」として、名古屋市全体の、

地図から配置をしてございますが、真ん中のところに本店という表示がしてありますが、そ

れを取り囲むような周辺地区になごや農協の支店が分布しております。ただ、緑区、ポイン

タで示しております右側のところと、その上の天白区になりますが、こちらはまだ農協が合

併しておりません。市内の農協で３農協がまだございますので、なごや農協以外の農協もこ

ちらに若干残っているという市内の状況の分布でございます。

それから 「名古屋市の農産物の分布」ということで次のページに載っております。真ん、

中、白い抜いてあるところはほとんど農地のない市街化区域、名古屋城を中心とした市街化

区域がこの４区に残っております。それ以外のエリアが大体我々の店舗のあるエリアでござ

いまして、中心から西の方、西部地区、中川区、港区と、こちらがほぼ穀倉地帯といいます

か、低地の多いところでして、ホウレンソウ、パセリ、それから中川区のミツバ、ネギ、ホ

ウレンソウ、それと港区の米、トマト、スイートコーンというような形、港区は特に穀倉地

帯として米を主流に生産をしております。右側が守山区、東部地区、南区・緑区ということ

で、生産物を見ていただくとわかるように、中にはブドウ、それからミカン、梅とかこうい

、 。った形の生産物が多いということで 右が一応丘陵地帯という形の分布図になっております

主力的には南区・緑区のタマネギとか白菜、ブロッコリーあたりが非常に主力の生産品とし

て名古屋市の中では非常に多いということになっております。

特に「市街化調整区域を中心とした水稲栽培」ということで、先ほど申しました港区あた

、 。 、りではこういった内容の南陽町という地区なんですが 水田を主にやっております 代掻き

田植え、稲刈り、これは一番右の写真が直播きの機械で、米の生産をしておるところでござ

います。真ん中の列が施設栽培ということで、こちらはミツバ、それからネギと、それから

一番右が高設のイチゴという形で提示をしております。それから、露地ということでブロッ

コリー及びスイートコーン等々を作っております。

次の12ページですが、226万人います名古屋市ですけれども、ほとんどが市街化されてコ

ンクリートとアスファルトで覆われた白い街というような揶揄のされ方もしておりますが、

そんな名古屋市内の農業でも北陸地方へ出荷されるということで、一大産地であるミツバ、

それから先ほども申しましたような港区南陽地区の米ということで名古屋ブランドの農産物

も用意しております。

次のページ、13ページですね 「ＪＡなごやの農産物販売実績」ということで、現在ある。

、 、 、 、農産物は米 それから施設野菜 露地野菜等々を含めまして 平成16年が約８億1,300万円

17年が８億6,000万円とこの辺の数字から徐々に右肩下がりに来ておりますが、平成22年度

は６億5,800万円の売り上げの実績でございます。

こちらはそれぞれ私どもの収穫している野菜、タマネギからキュウリ等々、それからカボ

チャ、枝豆と年間を通じてこういったものを取り扱いしておりまして、水耕ミツバ、水耕ネ

ギ、水耕レタスについては通年で行っております。

それから、２－(4)になりますが 「ＪＡなごやと名古屋市の取組み」ということで、地産、
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地消ということで名古屋市は2006年３月に「農」ある市民の豊かな暮らしを目指して、農業

振興基本方針を定め、その中に「地産地消」の施策を盛り込んでいます。例えば名古屋ブラ

ンドの普及の推進ということで、南陽地区の特別栽培米の「陽 娘 、真ん中にございます」
ひなたむすめ

が、こういったパッケージで「陽 娘」の販売や水耕栽培の「なごやっこ葱 、それから野」
ひなたむすめ

崎白菜という名前に代表される伝統野菜のＰＲや生産拡大、また、新たな加工品の開発も行

っております。さらに消費者への働きかけとして、2010年度の農業見学会については「親子

『食と農』の見学会」として夏休みと冬休みの２回実施し、名古屋市農業センターでの野菜

、 。の収穫などを体験した後 ブロッコリーの畑を見学して生産者の交流等々を図っております

、 、 「 」それから その次のページですが 最近はどこの地域でも行っております 田んぼアート

、 、ということで これは葉の色の異なる古代米を使って田んぼに絵を描くプロジェクトですが

初めは右上に小さく写真が載っておりますが、これはいたずらじゃないんですが、ＪＡマー

クを最初に稲刈りの時に作ってやってみたんですけれども、なかなか形がうまくいかないと

いうような形もありましたけれども、改めて色を変えたのをやって、今年、初めて名古屋市

と一緒にコラボしながら田んぼアートを製作して、多くの人々に取り組みの発信をしており

ます。名古屋の稲作に触れて楽しみ学び、貴重な水田の保全にというようなことで市民とと

もに取り組みを始めました。今年は、３月11日の震災の応援をするデザインということで、

愛知県の安城にある、デンパークにもあるこういった田んぼアートと合わせて東日本大震災

の応援テーマでこういった絵柄にしたそうでございます。

それから、２番目が「市民水田」ということで、これは市民が米づくりを通じて農業や環

境について学び、農家と交流することによって市民の農業への理解を深めるということで、

右上の写真にあるように、みんなで田植えをしていると。市民が田植えから収穫まで手作業

で体験をするという内容でございます。こちらの方、作業受託としてＪＡなごやではすべて

耕地の代掻き、それから苗の生産、田植え後のもみすりと袋詰めと、こういった形で応援を

しておる状況でございます。

それから、次の18ページでございますが 「食農教育」ということで、こちらについても、

名古屋市と一緒に地産地消の推進として食農教育に取り組んでいます。名古屋市の学校給食

への野菜等の供給は2004年度から始まっておりまして、今では毎月、小学校、中学校の地域

の野菜やお米を手前どもの方で食べてもらっております。小学校では 「みんなで食べるな、

ごや産の日」ということで、月に１回から２回は、市内でとれた農産物を利用した献立も紹

介されています。これは第１回の資料のところに学校給食の食材供給事業というところにも

紹介されていましたけれども、現在こういった形で協力をしてございます。また、学校給食

から出た生ごみが肥料となって野菜が作られるという循環の輪にもつながったブロッコリー

とタマネギも利用されておりまして、献立表にはキャラクターの「おかえりぼーや」を掲載

して児童や保護者が地産地消と生ごみリサイクルについて知る機会としてこういったキャラ

クターを使っております。キャラクターについては、左下の絵についております「おかえり

やさい」という形で、こういった内容の掲示をしながら、それぞれリサイクルをしているよ

ということを知らしめているということでございます。

ＪＡなごやでは、名古屋の中でも市内の小学校５年生を対象としたふれあい田んぼ教室と

。 、 、いうものを毎年開催しております 下の絵にあるように 小学５年生に田植えをさせながら

稲刈りも手で刈らせ、それぞれ田植えと稲刈りの実体験をして、子供たちと職員も楽しく農
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業を学んでいるというような状況でございます。

先ほどの学校給食での農産物の利用状況でございますが、平成16年の始まりが732万円の

取扱高だったものですが、21年度は9,045万6,000円と。それと平成22年度では総数量583ｔ

ということで、お米がほとんどなんですが、552ｔお米がそれぞれ利用されておりまして、

その他は右の表に載っておりますが、タマネギだとかブロッコリー、白菜等々の利用が多く

なってございます。平成22年度になりますと、金額は１億2,000万円ほどの利用高となって

おります。

次の20ページですが 「問題点について」ということで、都市計画法につきましては、農、

林漁業との調和を図りつつ、都市の健全な発展と秩序ある整備をすることが目的でございま

す。農地は都市生活にゆとりと安心を与えるためにも、あらかじめ都市形成する地域ととも

に土地利用について協力しなければならないと。その農地でも農業者が高齢で後継者がいな

いと緑地指定が解除されて宅地化が進み、相続が発生するたびに減少する傾向にあります。

昨年の東日本大震災による影響や東海地方では台風が２つも来たとこともありまして、都市

における農地の重要性というのが再認識されております。これからは市街化区域内農地でも

自然環境上、保全がどうしても必要であると考えられる市街地については抑制しなければな

らないし、農業生産できる農地としても維持しなければならないと考えておりますし、さら

に市街化調整区域内農地では地産地消を意識した農産物と経営的にも安定した農家づくりに

努めなければならないと考えております。

ＪＡなごやでは、地域の耕作放棄地の解消と農地の活性化のために地産地消をテーマにし

たフェアを年２回開催しております。フェアは都市農業を通じて地域の触れ合いを大切にし

たイベントで、都市農業維持のためにも小さな努力を地域とともに育んでいるというところ

でございます。それぞれフェアについては33支店ございますので、１支店300から400人ぐら

い集めれば、現在でも１万人ぐらいの参加者を募ってこういったイベントを春と秋に行って

おります。

最後になりますが 「今後の対策について」ということで、課題項目が７点ほど書いてご、

ざいますが、上の３項目については農業者の兼業化の問題、それから、高齢化による後継者

不足、それと担い手農家の減少ということで農業に携わる人的な問題。それから、農業生産

法人の設立だとか、優良農地の確保、販売高の向上、生産コストの低減だとか経営での赤字

対策ということで、農業生産に伴う体制の問題、それと量的な問題とか質的な問題とか、こ

ういったことがこれから課題になってくるかなと思っております。このままではやはり相続

等々が発生するたびに農地が減少し、生産資源である農地そのものがなくなってしまうとい

うことが懸念されております。そういった意味では、農家が農地をなくすのではなく守るの

であれば、地域とともにゆとりと安心を与える都市となるよう問題の解消に努めたいと考え

ております。特に赤字対策の中の生産緑地の規制の緩和だとか固定資産税等々の税制の規制

緩和というような形で、今後は検討していただきたいと思います。

昨年の12月15日以降にテーマをいただいて、この年末の中、２週間ほどで慌てて作った資

料で雑駁な部分もございます。都市型農協であるゆえにこういう都市農業を守りつつ、事業

展開できるように手前どもの農協では事業展開していくように努力したいと思いますので、

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。いろいろとご清聴どうもありがとうございまし

た。以上で報告を終わりたいと思います。ありがとうございます。
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ありがとうございました。それでは、ただいまの寺西常務理事からのご説明に○後藤座長

対して、確認しておきたい点やあるいはご質問がありましたらお願いしたいと思います。い

かがでしょうか。

状況が大変に良くわかり勉強になりました。ありがとうございました。２点ほ○安藤委員

どお伺いしたいのですが、よろしいでしょうか。１点目ですが、水田は市街化調整区域が中

心だというお話がございましたが、市街化区域の中にも水田はかなり残っていると考えてよ

ろしいでしょうか。調整区域と市街化区域で存在している農地の地目は違うなど、農業の状

況にコントラストがあると考えてよいのでしょうかというのが１点目の質問です。

市街化区域内農地の水田の割合というのは、正確には把握できていません。○寺西参考人

どちらかというと、ＪＡなごやは市街化調整区域の中の農地を受託しております。市街化区

域内農地では個人で耕作している方が多いと思いますが、ただ、水の問題等々が非常に困難

なところが多いので、かなり残っているかと言われると割と少ないのが現状でございます。

作付していても個人のオペレーターの方に委託をしているエリアが多いので、数字的なもの

は把握していないので申し訳ないですけれども、現状はそんなような状況でございます。

ありがとうございます。もう一点は、調整区域の農地に関しての質問です。調○安藤委員

整区域でもかなり転用があるというお話でした。そうすると、相続財産の資産評価の際に用

いる固定資産の倍率が大きくなって、固定資産税等は低いままだとしても、相続の時に農地

の評価額が上がってしまうことが推測されます。その結果、もしかすると調整区域の農地も

相当評価額は高くて、納税猶予を受けなければならない状況があるのではないかと思ったの

ですが、そのあたりはどうでしょうか。調整区域の農地もかなり相続税の納税猶予を受けて

いるのでしょうか。

調整区域内農地の転用については、医療施設等も含め大規模な施設関係に転○寺西参考人

用されるところが多いですから、売却が多いです。

私がお伺いしたいのは、相続が発生した時の調整区域の農地の評価額なのです○安藤委員

が。

評価は路線価評価と比較すると倍率で評価するために低いと思われますが、○寺西参考人

面積が多いために高額になる場合もあります。

そうすると、調整区域の農地について相続税の納税猶予の適用はどうなります○安藤委員

か。

農家毎の資産状況によりますが、半数ぐらいは納税猶予を受けていると思い○寺西参考人

ます。
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そうですか。わかりました。○安藤委員

ほかにどなたかありますか。○後藤座長

貴重な話、どうもありがとうございました。農地の転用の話で、毎年60hａ強○中井委員

ぐらいの面積ということですけれども、経営面積で1,500hａぐらいなので、単純にいうと４

％ぐらいが毎年転用されていることになりますが、ずっとこういうようなペースが続いてき

たと理解していいのか。それと、これは結構大きな数字で、ほとんど宅地への転用だと思う

んですけれども、それぐらいの宅地需要があると、まだあり続けていると考えてよろしいの

かどうかお伺いします。

この６ページの基本台帳にある数字ですけれども、これは名古屋市の農地基○寺西参考人

本台帳からの資料で属人主義による値ですから、地区外にあっても農地面積としてカウント

されている部分があるために、数字が市内の農地というふうになかなか確約できないところ

。 、 。 、はあります しかし 転用の問題については毎年約60haの農地が転用されております ただ

農地基本台帳については、10ａ以上の農家が基本的に台帳に記載されているために、数値の

確定という意味からすると、生産緑地以外の土地、10ａ以下の土地がカウントされていない

ことから、このデータとなかなかリンクしないところが難しいところです。しかし、農地が

減り続けているのは事実ですし、また、宅地化されているのも事実です。そういった形で、

特に市内中心地に行けば行くほど減っているのが実情でございます。

ありがとうございました。○中井委員

ありがとうございました。では、議事の全体の時間もありますので、後でまた○後藤座長

まとめてご質問いただく時間もとってありますので。

どうもありがとうございました。○寺西参考人

どうもありがとうございました。○後藤座長

。 。 、○𡌛島委員 １点だけ聞いておきたい すみません この憩いの農園と市民農園と農協菜園

これの違いを少し教えていただけませんか。

市のデータから拾っていますので、市が管理しているのが憩いの農園とその○寺西参考人

他市民菜園というような形になっており、私どもの方は農協菜園と区分して判断しています

、 、 、 、から この区分の詳細については 申し訳ないですけれども ちょっと市の方に確認をとり

また次回にでもお話ができるように確認をしておきますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。
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それでは、どうもありがとうございました。○後藤座長

では続きまして、𡌛島委員からご説明いただきたいと思います。

𡌛島でございます。これは別に大阪の現状ということじゃないんです。大阪の○𡌛島委員

現状は、この間見せていただいた東京とほとんど変わらないんですけれども、大阪の場合は

もっと細分化され細かい農地になっています。ただ、違う形の都市部の農業もあるというこ

とで、私のところを少し説明させていただきます。

これが私の農園の景色なんです。そして、奥に見える山の向こうにこういう住宅地、これ

は壁一枚で住宅地が広がっているというところなんです。そして、これが私の農産物の販売

施設、食事をする場所です。これが中でございます。これは昭和48年にできています。

これは春の景色。これはスモモの花です。これは５月の連休ごろにできる小さなさくらん

ぼ、ミニさくらんぼです。春の主力のたけのこです。これが春の収穫物を詰め合わせた春の

食事です。

これが夏の景色。これはグミの実です。花ショウブ、これはゴマの花です。ゴマを栽培し

。 。 、 、 。 、ています これはヤマモモ これはハスですけれども 古代蓮 大賀ハスの花です そして

これが夏の農産物、それを使った食事です。

次が秋の景色。ブドウ、カキ狩り、秋の紅葉と屋根の上に煙が出ていますのは、下で釜戸

を炊いている煙なんです。これは鈴なりの柿と紅葉です。秋の収穫物。

次が冬景色です。これはナメコの栽培です。これが早春の梅です。そして、ちょうどこれ

がこれからの時期の農産物販売の形です。これは農園の動物たち。

今ざっと見ていただきました農園の現状なんですけれども、この写真はいい時ばかり撮っ

ていますので、１年じゅうこんなきれいな状態じゃないです。何でこういう形の農業を始め

ようかと思ったのは、私の学生時代、昭和40年代ですけれども、一つのものを効率よく大量

に作れということを勧められました。一つのものを大量に効率よく作るという場所をずっと

突き進めていくと、私はオーストラリアへたどりついた。昭和40年代でももうジャンボジェ

ットが飛んで、いろんな交通の便が発達してきていたので、必ず、ものが地球で動くであろ

うと。そうした場合に大量にものを作るということで対抗したら、到底私の地域では対抗し

切れない。では農業をやめたらいいのかなと、そういう考えも浮かぶんですけれども、日本

はオーストラリアに面積では到底叶わない、しかし、海に浮いている島国であるということ

も変えられない。ということは、やはりものを作る、こういう営みは、もともとそこで作ら

れてきたものなんだから、どのようにかしてつないでいかなければと。

そこで、農の価値は何だろうということを自分の中で問い詰めていくんです。農の価値と

いうのは食べ物と、もう一つ、ものを育てるということに心を満たすという価値があるだろ

うと。それが一番、盆栽というものにあらわれている。盆栽は食べ物がほしくて育てるもの

じゃなくて、あれは自分が育てることによって自分が満たされる。こういう文化が日本に根

づいているんだから、ものを育てるそのこと自身が人の心を満たすという価値がある。人の

心を満たすという価値を感じ取れる農業をしよう、それならば大阪というのは人がたくさん

いるところだから良い条件じゃないかと。

ただし、その場合、その販売方法なんですけれども、一つのものを効率よく大量に作ると

いうのは市場で競りにかかる時、ものが１個あるよりも１ケースである方がよい。１ケース
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よりも100ケースの方が高い評価を受ける。このやり方では自分の考える農業は全く成り立

たないので、たった一つのもの、たった一個しかないものでもきっちりとそれにその価値に

見合う価格をつけて販売できる方法がないかと考えたのが先ほど写真に出ていた食事という

。 。 、方法なんです 例えば早春につくしが２本あったとしよう これがつくしが何万本もあれば

それを収穫して市場へ出荷すればそれなりの価格はつくんでしょうけれども、たった２本で

は競りにもかからん。でも、春一番につくし２本、これを見つけたらやはりうれしい、春一

番と感じられるやろう。では、これに価格をつける方法がないか。価格をつけて正当に買っ

てもらえる方法がないか。そこで、この２本のつくしを押し寿司にして、これに価格をつけ

たら、たった２本のつくしに正当な春一番の価値に見合う価格をつけられるんじゃないか、

ということが今の販売方法の始まりなんです。

それが今、いろんなところへ広まって農家レストランという言葉になってきましたが、私

は、農家レストランをやろうと思ってこういう形をとったんじゃなくて、最小の単位のもの

にも正当な価値に対して、正当な価格をつけて販売するという方法としてこの形をとってき

たんです。

それで、この動物の写真なんですけれども、今この動物を介しての完全な有機の循環とい

うのを目指しております。ただし、この動物のえさが100％農園の中で賄えるとはとてもい

かないです。ロバが今40頭近くおります。農園は、現在増えて７hａになってきていますけ

れども、一滴の除草剤も一粒の化学肥料も使わない。肥料は自家製の有機のぼかし肥料、そ

れを使って、農薬も使いませんので、草や野菜のくず、木の葉、すべて動物のえさになる。

これを堆肥にして、それが畑へ入って、また野菜や果物になって帰ってくる。写真では余り

撮れていないですけれども、野菜は自分でも数える気がないくらいのたくさんの種類を作っ

ております。

そして、私のところでも体験農園をやっております。これを始めたきっかけは、小学生を

自然観察に招待した時、先ほどのああいう場所ですから、子供たちは非常に喜んで、私は自

然の中には大も小もいろんなものがあるということをその場で教えて、子供たちはそれをそ

の場ではよく理解した。ザリガニをつかまえたら、でかいのもあれば小さいのもある。爪の

片方のないやつもあればいろんなものがいるということをみんなよく理解した。そして、終

わってデザートを出してあげた。果物はスモモの時期だったので、わざと当たり前のスーパ

ーに売られているようなきれいな形の少しまだ味が出ていないものと、完全に完熟してどこ

か痛んできて、それは切ってあるんですけれども、おいしいが型崩れのしたものとわざと２

つ出した。見事においしい方を残した。形のきれいなみんな同じものが当たり前の食べ物や

と思ったわけ。食べ物を食べないというのは不良品だと。形のきれいな揃ったもの、これが

食べ物であって、それ以外のものは不良品と。

規格外というのはあって当たり前なんだけれども、食べ物の中にあって食べられるおいし

い状態のものが型崩れしただけ、形が違うだけで不良品と。これは食べ物とは命のあるもの

が育っているという認識がないなと。食べ物を工業製品と同じように思っているんじゃない

かと。それを発展させていくと、人も同じように、同じ規格のものしか人でないような感覚

になるんじゃないか。命を育てれば同じ兄弟でも違うのが当たり前、野菜や果物、当然違う

のが当たり前、というこれがなくなってしまうな。ということで本当に命を育てることをま

ず理解する、そうしたら同じものが同じようにできないのが当たり前ということがわかる。
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まずそれに取り組むということで体験農園を始めた。普通の体験農園グループと、その他に

２つ若者のグループがあるんです。合計300名くらい。20代、30代の現役世代、これがどう

。 、 、 。して野菜を育てられるのか 毎週出てくることもしんどいし でも 農業にかかわりたいと

このまま農業の後継者不足が言われている中で、だれも何もしなかったら日本の国はおかし

くなるんじゃないか、そういう気持ちを持った若者、これが何とかできないかということな

ので、普通の体験農園は各個人、個人で育てるんですけれども、私はグループで作れと言っ

て、そうしたら彼らのうち一つは15名のグループを作って、今それが６グループぐらい出来

ているのと、一つは100名そのままで野菜を育てるグループになった。そうしたら、日曜休

、 、 、 、みでない人も中にはいてる 融通つけられる そういうことで非常に彼らは楽しく そして

自分らも日本の農業を何とかできる、そこにかかわっていける。そして、体験農園で私が指

導するのは完全な有機でやりますので、環境に負荷をかけない、そして、環境維持に自分ら

も役立っている、そういう意識を持って参加している若者がいろんなイベントでも非常に楽

しいことをやってくれています。

これは体験農園での収穫した加工の風景、左側が大豆を育ててみそづくりをやっておりま

す。この写真は、私のところの施設用地、ほかにもあって、屋根の上からと一部分中が見え

るように、これはぼかし肥料を作っている場所なんですけれども、施設用地が数千㎡になり

ます。

これが先ほど言った動物を介しての有機の循環の絵でございます。以上、私の説明はこの

ようなところでございます。ありがとうございます。

ありがとうございました。本当は現地でお話を聞くのが一番いいような内容だ○後藤座長

、 、 。ったと思いますけれども それでは １人か２人ご質問があればお願いしたいとに思います

私も𡌛島さんのところにはお邪魔したことがあります。まさに農業の理○加藤（義）委員

想郷のような、そういう農園ですけれども、広い全体の面積とそこには竹林や池があったり

しますが、地目であるとか生産緑地等どうなっているのかお聞きしたいと思います。

地目はいろいろです。田、畑、山林、池、山地というものもあるんです。そこ○𡌛島委員

でも景色としても役立っておるし、山菜も育っておるし、それで、今、どんどん耕地が増え

ているというのは、借りているということです。もう周囲で作るのがしんどいなという人が

増えててきてるので、これからの農林省の施策、あれが本当に動き出したらかなり増えるん

じゃないかなと思っております。

全体の面積はどのくらいなんですか。○後藤座長

自分の持っている敷地は５hａぐらい。それで今、２hａぐらいお借りして作っ○𡌛島委員

ております。

私も𡌛島さんのところにお邪魔したことがあるんですけれども、ぜひ残ってほ○榊田委員

しい農業経営だし、農地だと思っているんですが、今一番気になっているのは、実は𡌛島さ
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んなき後、ここはちゃんと残るんだろうかということです。担い手という面ではご長男の方

もご家族の方も就職という形でかかわっていらっしゃるわけですけれども、それこそ制度上

の問題が非常に気になって、今、加藤さんもおっしゃいました地目という話が出ましたが、

まず相続を考えた時にネックになることが何なのか。それともう一つが今の７hａになった

農園の中で、農地として認められていない用地というのがあるのか。例えば農業施設用地と

かそういうのを含めて、農地として認められていないところがあるのかどうかということを

伺いたいんですが。

施設農地、認められていない部分がたくさんあるので、今後に期待しておるん○𡌛島委員

でございます。

どのぐらいですか。○榊田委員

農地から外れているのは、30aくらいあるのかな。それ以外は農地じゃないか○𡌛島委員

と、押し通そうとしているところやけれど、制度を省いたら、私のところは今20代から30の

前半までが10人以上おります。全体では30人から40人働いております。だから、制度が整え

ば十分いける。枚方市で耕作放棄地が出ても、すべてうちで賄っていこうじゃないかという

若者がたくさん来ております。制度は、これは若い子のやる気とは全然別のところで動いて

いるので、本当に彼らが生きる、やる気をそのまま生かせるそういう制度を作りたいな、作

ってほしいなというところです。

𡌛島さんのプロフィールを見せていただいて、実は私も同い年なんだというこ○二村委員

とがわかったんですけれども……

ちょっとこの文章に関して、これは、実はそこにおられる榊田委員の文章でご○𡌛島委員

ざいます。

私が以前取材した時に書いたものです。○榊田委員

実は私もずっと農業をやっていて、専業で32、3年やって、結果、息子が後継○二村委員

者でやるようになったものですから農協で働くようになるということなんですけれども、𡌛

島さんと全く逆の農業をやっていました。水耕栽培で何とか工業並み、他産業並みの経営が

できないかということをずっとやってまいりまして、途中までは非常に良かったんですけれ

ども、例のＯ－１５７の問題が出た時に、あれはカイワレ大根がだめだということだったん

ですけれども、私は水耕栽培でミツバを作っていました。一時は非常にシェアが上がって、

ちょうど量販店やスーパーが日本で増えて、いろんなものを安定して供給する必要があると

いう高度経済成長の頃の話だったんですけれども、結果的には油で作っている栽培方法みた

いなところで原油が高くなってしまって、ちょっと経営として難しくなって、余りにも大量

に作り過ぎ需要を超え、現在は非常に縮小傾向になっているわけなんですけれども、ただ、

今言われていますように後継者がいないとどうにもならないということなんですね。特にこ
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ういう都市での農業というのは非常に難しい、いろんな農業外のそういうたくさんの問題を

抱えているということなんですね。

どこもそうなんでしょうけれども、まとまった土地というのはやっぱり町の近いところで

は非常に確保していくのが難しいのですが、一番、今私が危惧しているのは、我々の世代ぐ

らいまでは共同とみんなで助け合ってという概念が非常に強かったんですけれども、最近の

若い子たちというのはそういうところがちょっと弱いのかなという気がしております。これ

、 、は農協もそうなんですけれども 協同組合という考え方が理解されにくい時代になってきて

その対応が少し遅れているのかなと。特に優秀な農家の人には特別な資格などをつけて、何

とか後継者を確保していかないと難しいのかな。今までの考え方だけではどうにもならない

ところに来ているのかなという気がします。

私ども、先ほど常務の説明の中で、若い人たちがぼちぼち帰ってきているという部分もあ

るんですけれども、やがては、農家の跡取りになるつもりで就職したんですけれども、不況

等々もあって、帰って親の手伝いをしながら新しい形の農業をやりたい人が増えています。

６次産業みたいな多面的な農業をしたい人が、10数人ぐらいここ５～６年の間に出てきてい

るんですけれど、この後継者たちにどんな道しるべを作ってあげたらいいのかを悩んでいる

ところです。この検討会の中でヒントになる考えを見つけることができればありがたいと考

えています。

私は後継者というより農業をやる子がやれるための制度、仕組みは今の世代が○𡌛島委員

考えるべきであって、その子らが考えるものを我々が道しるべをつけるべきものではないと

思っておるんです。全然違う形で、私がこれ、40年前に始めた時には、どの行政も農業じゃ

ないと思いっ切り叩かれて、農林省なんか特に。それで、今、農林省へ行けば、理想の農業

じゃないですかと言われる。これは誰も考えなかったことを自分で将来状況がどうなるか判

断した結果です。実はこれを決断したのは20歳の時なんです。必ずものは地球で動き出すの

、 。 。 、で ものだけで対抗したら日本の場合はやっていけないと 必ずものは入ってくる ただし

日本の中で心というものが必要だから、今の言われる６次産業化というのも私は物足りない

と思っているんです。若い人のために道しるべを作ったら、それは我々の考える発想での道

しるべになりますので、その子らが自由な発想でやっていける、そういう制度を自分らは作

るべきだと思っております。

私はあの形の農業を20代の時に考えた。都市化すればするほど値打ちの出る、都市の中へ

攻めていける農業であろうと。必ずここへサラリーマンとして人が働きに来られる農業、こ

れをこさえるということで40年前に始めた。だから、その時点では多分一般にはなかった発

想なので、私は若い子のために今の年代が考えるべきじゃないであろうと思います。以上で

ございます。

ありがとうございました。では、ここで終わりにさせていただきます。どうも○後藤座長

ありがとうございました。

それでは、続きまして、議事２にありますけれども 「三大都市圏以外の地方自治体にお、

ける都市農業振興策について」ということで、倉敷市の杉山農林水産部長からご説明いただ

きたいと思います。倉敷市は市街化区域内の農地面積が全国一広いということで、今日お話
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しいただくということでお願いしてあります。よろしくお願いいたします。

改めまして、倉敷市の杉山でございます。よろしくお願いいたします。○杉山参考人

、 、本日は 倉敷における農業について若干ご紹介させていただきたいと思うんですけれども

、 、 、皆さん倉敷といいますと 観光というイメージの方が強いかなと思うんですけれども まず

市の概要でございますが、人口が約48万人ということで、面積が350k㎡余りということにな

っております。昭和３年に市制を施行いたしまして、昭和42年に近隣の児島市、玉島市の旧

３市が合併して今の倉敷市の形をおおむね形成しております。その後、平成14年に中核市へ

移行しまして、その後 つかの市町村合併を繰り返し、現在に至っておるという状況でごいく

ざいます。地図をちょっと見ていただきますと、市内には高速道路が山陽道と、それから瀬

戸大橋道２つ通っておりまして、インターチェンジが４つある、そしてまた新幹線の駅があ

るということで非常に交通の要所という状況になっております。

経済につきましては、一番有名なのが美観地区ということで大原美術館等がある地区でご

ざいますけれども、こちらは年間600万人という非常に観光客を集める市の顔ということに

なっておりますが、実際の経済につきましては、水島工業地帯にあるコンビナート、こちら

は三菱自動車ですとかＪＦＥとか大きな工場が入っておりまして、製品の出荷額も４兆円を

超えるという状況で、経済としてはこちらが中心になっておるということでございます。ま

た、児島の地域では繊維産業が非常に活発でございまして、ジーンズですとか、あるいは学

生服、こちらはシェアが非常にまだ大きいということでございます。市の人口につきまして

も、現在でも微増傾向にあって、毎年数千人規模で人口が増えているという状況でございま

す。

農業生産でございますが、まず、市の全体で左側の円グラフにございますが、耕地面積が

約4,600hａあります。全体の４分の３が水田ということでございまして、残りが樹園地と畑

。 、 、ということでございます 水田につきましては ほとんどが水稲ということでございますが

樹園地では右側にありますようにマスカット、それから白桃といった岡山県を代表する果樹

を中心に栽培をしております。こちらは主に京阪神、それから東京に出荷をいたしましてブ

ランド化を図っているという状況でございますが、一方、水田につきましては、非常に経営

規模も50ａ未満のところが多い状況でございまして、零細な経営ということで至っておりま

す。また、畑ではゴボウあるいはショウガといったような葉もの野菜も含めて少量多品種の

ものが生産されているという状況でございます。

次のページにまいりまして、土地利用の状況でございます。倉敷市は一部島がございます

けれども、その島を除いた全域が都市計画区域ということになっておりまして、そのうち市

街化区域が約３分の１の12,000hａということでございます。そのうち農地が今現在約1,500

hａ市街化区域の中に残っておるという状況です。大部分が水田ということになります。

それから、農業振興地域の計画でございますが、市街化調整区域のほとんどの区域、一部

山間部を除いたほとんどの区域が農業振興地域ということに指定されておりまして、そのう

ち農用地区域が約3,500hａということでございます。分布につきましては、ちょっと分かり

づらいんですが、黄色く塗られた左、こちらが市街化区域なわけでございますけれども、ほ

とんどが水田地帯、平野部のほとんどが指定されていると。右側が農振地域でございますけ

れども、絵の右側の方にありますオレンジのかたまりの部分、この辺が水田で農振地域が非
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常に多く残っているというところでございます。

土地利用の倉敷の歴史といいますか経緯でございますけれども、昭和46年に都市計画決定

を行いまして、その後若干の見直しを行ってきておりますけれども、現在の市街化区域の面

積は約１万2,000hａと。このうちの約1,500hａに市街化区域農地が現在残っているという状

況でございます。この背景としましては、昭和30年代から水島臨海工業地帯の企業の誘致、

立地が順調に進んできたことを背景にいたしまして、山陽新幹線の開業が昭和47年、また、

山陽自動車道、瀬戸大橋などの大規模プロジェクトがまさに現在進行中であったということ

から、地域の発展をかなり意欲的に見込んで、平野部の大部分を市街化区域に編入したとい

ったような経緯があったのではないかと思っております。実際の転用の面積の推移を右側の

グラフに書いてございますが、市街化区域の薄いブルーの方ですけれども、転用もそれなり

に進んでおるんですが、やはり調整区域での開発というものが圧倒的に多い状況でございま

す。

次のページにまいります。こういったことが今現在どういう状況になっているかというこ

となんですけれども、平成12年の都市計画法の改正によりまして、調整区域内での立地基準

が新たに追加をされております。いわゆる50戸連担と言われたような制度でございますけれ

ども、この開発許可条例を施行したことをきっかけに開発許可の件数が調整区域で急激に増

えるという状況に至っております。こういったことから、従来は市街化区域内での宅地の供

給というものが大半を占めていたわけですけれども、それが事実上、調整区域の方にだんだ

んシフトしていってしまい、調整区域内での資産価値が上がって、これまで以上にスプロー

ル化が進んでしまったということでございます。こういったことから、農業を推進する部門

といたしましては、利用権の設定ですとか経営規模の拡大等を進める、あるいは土地改良を

実施するというような中で、やはりそういった虫食い的な開発というのが近隣との土地利用

との関係でやはりかなり足かせになっているなという部分がございます。

左側の表は都市計画法の開発許可の件数の全国の団体ごとのランキング、21年度のもので

ございますけれども、２番、３番と岡山市、倉敷市と隣接して岡山平野が非常に状況が多い

ということで、こういった特徴のある地域ということになっております。

少し具体例をお示ししたいと思うんですけれども、まず、右上の写真ですけれども、航空

写真のところに色が塗られております。黄色とか薄いブルーに塗られている部分につきまし

ては、これは市街化区域です。用途区分に応じて色を変えてございますけれども、ご覧のと

おり上の右側のブルーの部分の市街化区域の中でもまだ大きな農地が残っている状況、そう

いう中で真ん中に見える調整区域、ここら辺は農振農用地ですけれども、そういったところ

での虫食い的な開発が進んで、こういった土地利用の状況になっているということでござい

ます。下の絵につきましても同様の状況で、上半分が市街化区域、下半分が調整区域という

ことでございます。下の調整区域の中に道路が新しくバイパス線みたいなものができた関係

で、その隣接するところにまた転用が進んでいくといったような若干都市計画上の不整合と

いったものもあるのかなというふうに感じております。

。 、 、 、次のページにまいります では こういった状況の中での現状と課題ということで まず

市街化区域内での農地についてでございますが、やはり固定資産税の負担あるいは都市計画

税の負担という租税の問題が最近非常に大きな問題というふうに指摘をされております。下

のグラフにございますのは、これは市街化区域内の平均での租税の額ということで、これは
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税の軽減措置がこれまで講じられてきた結果、対前年での伸び率は抑えられてきたというこ

となんですが、それでも結果としてこれだけ年月が経ちますと、倉敷市の平均で84,000円と

いう状況になってきております。これは平均ですので、高いところも安いところもあるわけ

ですが、高いところですと、これが30万円といったところもございます。こういった状況を

受けまして、最近多くの農業団体あるいは市民団体の方から生産緑地の導入あるいは線引き

の見直しといったような要請を受ける状況が多くなっております。市の対応ということでご

ざいますけれども、面積がある程度まとまれば逆線引きという形で外していくということも

あり得るということなんですが、なかなか地元では逆線引きに対して反対という方も一部い

らっしゃるということで、それもなかなかできない。生産緑地についてもまだ1,500hａ残っ

ている状況で、積極的に推進していくという場面ではないのかなということで少し勉強させ

ていただきたいという状況です。

、 、ほかに市街化区域内での農地の課題ということでございますけれども ゴボウやレンコン

ホウレンソウなどこういった写真にあるように、住宅地のすぐ横で作られている状況の中で

耕作放棄地は比較的少ないわけでございますけれども、それでも農作業に伴う騒音とかほこ

りあるいは農薬散布した場合の飛散、それから耕作放棄地で害虫、毛虫とかいろんなものが

発生して住宅に侵入するといったような苦情といったものがそれなりの件数、毎年寄せられ

るという状況でございます。

こういった状況の中で、主としてどういう取り組みを行っているのかということでござい

、 、 、ますが ここに書いたようなこともいろいろやっておるんですけれども 大きく考えまして

地産地消を一つの御旗といいますかキーワードとしまして、大きく３つの柱で政策を行って

きております。１つ目が担い手の育成確保、２つ目が耕作放棄地対策、３つ目が地域農業の

市民へのＰＲ、理解促進ということでございます。

１点目は新規就農をされる方への２年間の研修、それから定年帰農者に対する農業参入の

支援、耕作放棄地対策では、まずは当然発生抑制ということで利用権の設定というものを農

業公社、ＪＡさんとも一緒にやっているわけですけれども、あとは国の耕作放棄地対策、そ

れから、それに上乗せする形での市の単独の耕作放棄地対策、そして、市民農園の開設とい

うことでございます。

それから、地域農業の市民へのＰＲでございますが、これは学校給食での利用の促進とい

、 、 、うこと それから 地産地消カードということで地域の農業はどんなものを作っているのか

どこで作っているのかということを意外と知らない方が多いですので、品目ごとにいろんな

ノウハウと言うんでしょうか、うんちくを書いたカードを作りまして、直売所コーナー等で

お配りしたりして理解を深めているというところです。あと、農業祭などのイベントを通じ

まして、生産者と消費者の交流を図っていくということをやっております。

つか少し具体的にお話をさせていただきたいと思います。１点目が新規就農の農業研いく

修の件でございますけれども、これはどこの県でも似たようなことをやっておられるとは思

うんですが、非常に有効な政策だということで、これは力を入れてございます。まず、年に

２回、東京、大阪、地元でもやっておりますけれども、就農相談会ということで脱サラの方

とかあるいは新卒の方、比較的若い方にＰＲいたしまして、現地に呼んで見ていただく。そ

して、体験研修をしていただくと。そういう中で倉敷に来た場合どんな農業ができるんだろ

うかということのイメージをしっかり持っていただきまして、そこである程度覚悟があるか
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、 、ないかということをこちらとしても見せていただくということで お互いにやってください

やっていきたいというふうにまとまりますと、２年間住み込んでいただきまして、研修を行

って新規就農いただくということでございます。

この間、県と市とＪＡそれぞれが３分の１ずつを負担して毎月15万円の最低限の生活の保

障をしていくということ。それから、弟子入り方式というんでしょうか、指導していただけ

る農家を探しまして、そこで１年間みっちり研修をしていただく。２年目は市が用意してお

ります研修圃場で、そこで自分の考えでしっかりやっていただくということでやっておりま

。 、 、す これは毎年２人程度応募があるわけですけれども 非常に打率が高いといいましょうか

定着して農業をやっていただける確率が非常に高くて、過去５年、10年前に就農していただ

いた方々が今現在、本当に生産組合の屋台骨といいますか、本当にリーダーになっていると

いう状況でございます。ですから、この仕組みがやっぱり一番倉敷においてはコアになるキ

ーの施策ではないかなというふうに考えております。

あと、もう一つの担い手対策でございますが、定年帰農塾と言っておりますが、これは２

つのタイプがございまして、１つは土曜塾と書かせていただいておりますが、これは基本的

に土地持ちの非農家、これはいわゆるおじいさんの世代は農業を何とか続けているんだけれ

ども、息子の世代があとを継がなきゃいかんのかなとか言いながら50、60になって定年した

時に、ぜひそこで農業に入ってくださいもしくはちょっと早めにやめて家の農家を継いでく

ださいといったような方たちに対して、１年間生産組合が積極的に技術的な指導を行って帰

ってきていただくということをやっております。右側に四角に囲った成果というんですか、

出口としてどうかということなんですけれども、30名程度の講習生のうち実際に生産組合に

まで加盟して本格的に農業に入っていただいた方が７名、そこまで行かなくてもとりあえず

我が家で農業をやって直売所に出荷するぐらいだというのが11人、個人販売が13人、家庭菜

園程度というのは17人という形になっておりまして、比較的成果としては上がっているので

はないかなと。

それと、下段でございますが、倉敷農業塾というのがございます。こちらはごく一般的な

方に対する家庭菜園の研修ということでございますが、これについても右側の出口を見てい

ただきますと、販売農家になっている人が18人、それから家庭菜園程度が45人、農業をやっ

ていないというのが２人ということで、やはりこういったものに手を挙げてこられる方は、

もともとそういった農業に非常に関心の高い方だということで、こういった本格的な新規就

農以外の部分でいろんな形の担い手というものを確保していくということも現実的な一つの

方法なのではないかなと考えております。

次に、耕作放棄地対策でございますが、国の耕作放棄地対策にも取り組んでいるわけです

けれども、基本的には農振農用地が対象であったということなので、当初から市としまして

は、その農振の白地ですとか、あるいは農振地域の外にあります農地につきましても、単独

事業で国に準じたような助成を行うことによって解消策というものを行ってきております。

県のモデル事業というのもございますが、これは実際には耕作放棄地を復旧した後に施設が

必要になるような場合に、そこに上乗せして補助をしていくといったような制度を組み合わ

せてやっているという状況でございます。力を入れているんですけれども、なかなか面積と

しては成果が目に見えたほど上がっていないというのが実情でございます。

次に、市民農園でございます。こちらは基本的にはまず、市民に対する食の重要性という
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か、農業を分かっていただきたいということでもあるんですけれども、基本的に耕作放棄地

もしくはかなり粗放的に管理されて、もう耕作放棄になるのではないかというところを市が

借り上げして、そこを市民農園として開設するといったような、そういった耕作放棄地対策

としての趣旨も入っております。また、特に市街化の進んだ地域におきましては、公共空地

と言うんでしょうか、広場を確保する、多面的機能を確保するという観点から是非ここは農

地として残したいという部分について、積極的に市が借り上げて市民農園を設置していると

いうことでございます。

平成２年から始めておりますけれども、現在約770区画、25カ所ということで、年間20㎡

で3,600円という利用料をいただいておりますけれども、大体これでランニングコストが土

地の借地料と大体とんとんになるぐらいの料金設定をしております。利用期間は３年という

ことで募集を毎回するわけですけれども、非常に人気が高くて、平均倍率が1.34倍というこ

とで、キャンセル待ちが今170人程度待っているというような状況でございます。

今後の課題と方向性ということでございますが、まず、農業につきましては、やはり消費

者との距離が近いメリットというものをいかに生かしていくのかというのが倉敷における取

り組みの一つの大きなポイントではないかと考えております。やはり地産地消というのが一

つのテーマになろうかと思うんですけれども、やはり多様な担い手で多様なものを生産して

も、なかなか市場にどんと出すわけにはいかない。そうしますと、直売所のようなところあ

るいはスーパーの直売コーナーといったようなものを利用せざるを得ない。そうした時に地

域の農産物に対して、消費者の方がおいしいとか安全だとかそういった価値をいかに見出し

ていただくかという意味から、お互いに消費者がどういうものを今ほしいのか、あるいは地

域ではどんなものを作っているのかということをお互い理解し合うということをこの地産地

消をキーワードにいろいろ取り組んでいきたいと考えております。

一方、自立できる経営体につきましては、よりこれまで以上にブランド化を進めて、高付

、 、 、「 、加価値型農業を推進して 地域の一つの農業のトップランナーとして 旗印として ああ

倉敷といえば桃だよね、マスカットだよね」と言っていただけるようなブランド化を推進し

て、全体を引っ張っていく役割を果たしていただきたいと考えています。

それから、２つ目の担い手の確保と農地の保全でございますが、これはやはり都市近郊と

いってもさまざまな経営の規模あるいはスプロール化の状況も違うような中でどうすればい

いかということなんですが、やはり大規模な専業農家から家庭菜園までさまざまな農業の担

い手がいろんな形で農業生産を支えていくというような形がやはりどうしても必要になって

くるのではないかと考えております。そういう中で、先ほどの定年帰農塾のような取り組み

ですとか、あるいは一般市民が自ら開設する市民農園といったようなものを幅広くこれから

展開していきたいと考えております。

それと３点目が都市の土地利用としての農地の評価ということなんでございますが、市街

化区域の外も中も問わず、やはり農地の多面的機能というものが最近非常にひしひしと市で

も感じてきております。昨年の９月、倉敷にも台風12号の災害がございまして、非常に災害

の少ない地域ではあるんですけれども、日雨量が300ミリ近くということもあって、床上浸

水等の被害が大分発生をいたしました。こちらの絵をちょっと見ていただきますと、これは

倉敷市と岡山市の平野地帯の図なんですけれども、この緑色の部分の大半が昔、江戸時代以

前には海であったところで、それを江戸以降、干拓あるいは埋め立てということで陸地化が
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。 、 、図られてきたと そういうところが市街化し 農地として今発展しているという状況の中で

やはり地形的に集中豪雨が降れば浸水しやすいといったような状況にございます。そういう

中で河川の整備や排水ポンプの整備等、これまでも進めてきているわけですけれども、やは

り市街化が進むとどうしても農地の遊水地としての機能というものが非常にクローズアップ

されてきております。今回も床上浸水をしているところは、やはりまとまった転用の進んだ

ところが多かったんじゃないかなと考えております。

もう少しちょっと具体例を見ていただきますと、この航空写真の真ん中に市民農園予定地

ということでちょっと隠れていますが、ここは今、現況は水田なんですけれども、例えばこ

ういうような状況のところをなぜ今そこに水田が残っていたかということなんですが、地権

者の方がやはり先祖伝来の田んぼは潰したくないんだと、何とかしたいということで頑張っ

てこられたんですが、その後、健康の問題で自分でできなくなって、知り合いにやっていた

だいたということなんですけれども、それでも長続きしないでしょうということで、どうし

ようかなといったところに我々が近所で市民農園が１つ閉園になったところがございました

ので、ぜひこちらをやらせてくださいということで今回ここに市民農園を開設する予定をし

ているところでございます。

例えば地震のような大きな災害ですとか大きな火事といったようなことがあった場合に、

こういった住宅地に囲まれた真ん中の大きな広場というのは非常に防災上の観点からも大き

な意味を持っていると考えております。この程度であれば遊水地としての機能に限定的かと

思いますけれども、やはりさまざまなタイプの防災、災害というものを考えた時に一定割合

での空き地というものは非常に効果があるのではないかと。では公園にすればいいんじゃな

いのというお話も当然あろうかと思いますし、公園として確保している例もあるわけでござ

いますが、当然その用地の買収費用、それから造成費用、それから毎年の維持管理の費用と

いうものが相当な額になっております。本来であればここで普通に営農していただいて、農

業経営がもし成り立つのであれば逆に税金が入ってくる世界でそういった広域的機能を確保

できるという状況が得られますので、そういった農地としての利用をできるだけ続けた方が

いいようなところはそういった方に誘導していくということも大切なのではないかなと考え

ております。

ちょっと時間が長くなりましたけれども、倉敷市の現状の農業につきまして、簡単にご紹

介させていただきました。どうもありがとうございました。

ありがとうございました。それでは、ただいまの杉山部長からのご説明に対し○後藤座長

てご質問等がありましたらお願いいたします。

加藤です。説明ありがとうございました。大変充実した農業政策の内容○加藤（篤）委員

だと思ったんですけれども、市街化区域で市街化区域の農家の人が利用できるような制度は

どのようなものがあるのか教えていただきたいと思いました。

市街化区域の農家の方が利用できる農業の支援の制度ということですか。○杉山参考人

はい、そうです。○加藤（篤）委員
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基本的には圃場整備とかそういう投資的なもの以外は何でも支援するように○杉山参考人

はしています。例えば農業施設、ハウスを建てたいといったような時にも支援をしておりま

す。逆に水路を新設してほしいとか、そういったものは対応できませんということでお断り

していますが、水路も維持管理的なものはやっております。

それでは、施設とか設備などはおおむねどのぐらいの金額が補助される○加藤（篤）委員

んでしょうか。これには調整区域とか農用地の説明はありますけれども、そういうところが

もしわかればお教えいただけないですか。

ハウス等の農業施設でございますけれども、基本的には県と市が協力して補○杉山参考人

助するという形で一件、一件それぞれ見ていくということになるんですけれども、比較的小

、 。さいものですと50万円ぐらいのものから 高いものですと数千万円というものもございます

市街化区域だから、あるいは調整区域だから、農振だからということでの差別というんでし

ょうか、優先順位づけはしていなくて、それよりも一つ一つの経営の状況からして補助の順

番を考えているという状況です。

それでは、市街化区域だから出せないというのは、例えば耕作放棄地の○加藤（篤）委員

対策事業とか、それから用水路のそういう長期的に使用されるような問題のみだということ

なんでしょうか。

国の補助事業ですと、その農振地域に限定された条件がついているものはご○杉山参考人

ざいますけれども、そういった部分は県や市の単独である程度は補てんしていく。また、投

資的なものですね、効果が10年以上続くようなものについては、市としてもそこはできませ

んということでお断りしているということです。

ありがとうございました。○加藤（篤）委員

ほかにはいかがでしょうか。○後藤座長

新規就農者の話を大変興味深く聞かせていただきました。市外から新しくやっ○安藤委員

て来た人が就農する場合の農地ですが、これは市街化区域の中にあるのでしょうか。それと

もそれ以外の、例えば倉敷市の外の農地になるのでしょうか。新規就農者の方が都市農地を

引き受ける格好になっているのかどうかが気になったのでこのような質問をさせていただき

ました。そのあたりはどうなっているのか教えていただければと思います。

これまで新規就農されている方の大部分が桃とかマスカットとかいわゆるそ○杉山参考人

れだけで、専業で食べていける人たちですので、さすがに桃やマスカットは市街化区域の中

では余り作っておりませんので、基本的には農振の中でリタイアする方を見つけて、そこを

あっせんしていくということで農地の確保をしております。一部い草をやりたいという方が
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、 、 、 、おられて 今研修中なんですけれども その方が来春 水田を探しているわけですけれども

場合によっては、その方は市街化区域の中になる可能性はあります。

ほかに何かございますか。どうぞ。○後藤座長

質問じゃないんです。非常に進んだ理想形だなと。ぜひ国もこれを見習ってほ○𡌛島委員

しいなと。市街化や調整区域や農振と言わずに、今、日本全国で農家、担い手不足だと言わ

れている中でやる気のある部分をどの場所においてでも応援するという非常にいい話を聞か

せていただいたなと思って、ありがとうございます。以上でございます。

よろしいですか。それでは、杉山部長さん、どうもありがとうございました。○後藤座長

それで、残された時間は余りないんですけれども、それぞれ今日お三人の方にご報告いた

だいたので、通して何か今の段階でご質問なりご意見がありましたらお願いしたいと思いま

すけれども、いかがでしょうか。

今日は、都市に残されている水田の状況について具体的なお話を伺うことがで○安藤委員

きた点が大変勉強になりました。必ずしも市街化区域内に水田が散在する格好になっている

とは限らないので一般化するのは難しいところがあるのかもしれませんが、倉敷市の杉山さ

んがお話しになられた水田の多面的機能は、かなり意味があるのではないかと思いました。

そこで、水田を都市に残そうとする時に考えなければならないのは水路の問題です。畑とは

違って水田には水路や水利施設が必要です。そこに都市の雑排水が入ってくると水質が悪化

してしまいます。そうした問題を考えなければならないところもあるのではないかと思った

次第です。

水田地帯が市街化されたような都市では、農地の減少だけでなく、水路の汚れも大きな問

題となる可能性があるのではないでしょうか。それは悪臭の発生など環境の悪化という問題

にもなるでしょう。そうすると、水路も環境用水や地域用水などに位置づけ、水利組合や土

地改良区にてこ入れをしながら、その浄化を進めていく必要があるかもしれません。そこに

は環境団体などのＮＰＯも関わってくると思います。畑の場合は、どうやって農地とその農

地を耕す農家を守るかという、ピンポイント的な個別対応とまでは言いませんが、そうした

支援を中心に考えればよかったと思うのですが、水田の場合は、少し状況が複雑になってく

るのではないかと思いました。やはり水田は水路を通して他とつながっているからなのでし

ょう。もちろん、水田の分布状況や水路の配置状況などによって、市街化の進展が問題とな

るケースもあればならないケースもあるとは思いますし、そのあらわれ方は地域によって違

うとは思いますが、畑だけを見ていては分からなかったこうした問題の一端が見えたのでは

ないかというのが、私の感想というかコメントになります。

ありがとうございました。それでは、今日、お三人の方にしていただいたご説○後藤座長

明あるいはそれを通して議論したことを踏まえて、今後さらに検討していくということにし

たいと思いますので、一応これで今日のご報告の議論については終わりにさせていただきた

いと思います。
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それで、最後ですけれども、議事次第の３に書いてあります第１回の検討会で出された資

料について事務局の方で整理された部分についてご説明をお願いしたいと思います。ちょっ

と時間が短くなって申し訳ありませんけれども、よろしくお願いいたします。

それでは、お手元に配付をさせていただいております資料の４番につき○沖都市農業室長

まして、簡単にご説明を申し上げます。

１枚おめくりをいただきますと、目次がございまして、ここにございますとおり第１回目

の検討会では４つ宿題があったと理解をしております。以下、順次簡単にご説明をいたしま

す。

まず、１ページ、１点目ですけれども、納税猶予制度にのっていない生産緑地はどのくら

いあるのかというようなご質問がございました。このことについて東京都の事例をデータと

してお示しをしております。生産緑地のうち35％程度が納税猶予が適用されている、65％程

度は適用されていないということでございます。生産緑地法の改正が平成３年にございまし

て、以後約20年が経過しております。その間にまず、そもそも相続が起きていないという農

地がございますし、あるいは相続はありましたけれども、納税猶予は適用せず、かつ買取請

求もしなかった、そういう農地もあろうかと思います。そのような農地が現在東京でいえば

生産緑地の65％程度ということでございます。

２点目でございます。２ページをお願いいたします。都市農地の減少が続いている中で、

現在残っている農地はなぜ残ったのかということについて情報を集めてほしいと、そういう

宿題でございました。このようなことに関しまして、まず１つ前の世代の方がどんなふうに

考えていらっしゃったのかということで、30年前のアンケート調査の結果をご紹介させてい

ただきたいと思います。

２ページにございますのは、東京都の世田谷区で昭和57年に実施をされましたアンケート

です。左の上のグラフにございますとおり、区内の農家およそ800戸に伺ったところ、農業

継続について農業を続けるという方が当時75％いらっしゃったということでございます。か

つ右側の上のグラフをご覧いただきたいのですが、農業を続ける理由といたしましては、好

きだからという方が50％、転業したくないという方が40％程度いらしたということでござい

ます。一方で、当時も農業をやめたい、わからないという方も多数ではございませんけれど

もいらっしゃいまして、そのようなお気持ちになる理由といたしましては、右側下のグラフ

ですけれども、採算が合わない、後継者がいない、税金が高い、このようなことをおっしゃ

っていたということでございます。

世田谷区内における昭和55年以降の農地面積等の推移は左下のとおりでございまして、右

肩下がりで農地が減ってきているということでございます。農業が好きだし、続けていきた

いと、農地を残していきたいと、そんなふうに思っていらっしゃる方は広くいらっしゃった

わけですけれども、一方で、現実には採算が合わず税金も高いということで転用が進み、そ

れでも農業を残したいというふうに選ばれた方の農地が現在残っている、そんな状況ではな

いかと思います。

次のページをご覧いただきたいのですが、これは最近、中部圏、近畿圏で行われたアンケ

ート調査の結果です。三重県、大阪府のデータですけれども、現時点で伺ったところ、営農

を継続したい理由として挙げられるものは自家消費用の農作物を作るためということと、先
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祖伝来の農地を残すためというところがやはり非常に多くなってございます。私どもの方で

もさまざま意見交換などをさせていただいておりますが、まず、第一に出てきますのは、先

祖から残してもらった農地を次の代に残したいから残していますというお答えでございま

す。今現在の農家の方の意識とすれば、先祖から受け継いだものを残していきたいというも

のが非常に強いのではないかと思います。

それから、次の点でございます。４ページをご覧いただきたいのですが、都市に農地があ

ることでどれくらいの経済効果があるのかを示してほしいというご要望でございました。非

常に難しい試算でございますので、都市農業に関する大まかなイメージの把握という趣旨で

試算をいたしました。その結果はこの表のとおりでございまして、洪水防止機能で438億円

等となっております。ただし、これは既存の農業全体を対象とした試算について単純に市街

化区域のデータを当てはめたものでございます。学術的な検討を受けているものではないと

いうこと、これは申し添えさせていただきたいと思います。また、先ほどさまざまご説明あ

りましたけれども、農業体験、交流活動の場の提供ですとか災害時の防災空間の確保ですと

か、都市農業で特に注目をされる要素については貨幣評価の対象となっておりませんので、

このことについても付言をさせていただきたいと思います。

最後に、都市に今一番不足しているのは緑ではないかと。緑を農地以外で補完することは

できるのかどうか考えてみてほしいという宿題がございました。

５ページの下、参考というグラフをご覧いただきたいのですけれども、現在東京都におけ

る一人当たりの公園面積は、主要国の首都と比較をいたしまして、やはり見劣りをしている

状況でございます。これに生産緑地を加えますと、ソウル、パリと同程度というような状況

でございます。一方で、東京都内において市街化区域内の生産緑地をすべて公園として仮に

整備するというふうに考えた場合に必要となる費用を大まかに試算いたしますと、この表の

とおりでございまして、用地取得費だけで約８兆円という状況でございます。直ちにこれら

が手当できる金額ではないと思われますので、公園で緑を確保していくというには一定の期

間が必要ではないかと考えられます。このことを踏まえますと、都市に緑を残していくとい

う観点から、都市農地の維持ということが大事なことではないかなと、そんなふうに考える

ところでございます。

なお、資料４の次に参考資料をお配りいたしております。これは昨年11月14日に練馬区内

で現地調査を行いましたその際の概要をまとめたものでございます。時間の関係でご説明は

省略いたしますけれども、お目通しいただければと思います。

以上です。

ありがとうございました。今のご説明について何かご質問ありますか。お願い○後藤座長

します。

すみません、大変難しいといいますか、つかみどころのない資料を要求したに○小林委員

もかかわらず、一定の資料を作っていただいて大変ありがとうございました。ただ、私は、

非常に興味を持ってどんな資料が出てくるかと思っておったんですが、要するに市街化区域

、 。 、内の都市農業というのは ほとんど農地というのは市街化区域内なんですよね そうすると

やはりグラウンドは農水省というよりも国土交通省のグラウンドだろうと思うので、そうい
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う前提とした時に、では誰が残してくれと言っているのか。農地はどのように役立っている

のか。今、例えば東京なら東京で結構なんですが、都市の緑というのは今どういう状況なの

か。これをこの委員会を議論していく上で僕は大前提になってくるんだろうと思うんです。

そういうことも兼ねてお願いをしたんですが、恐らくどこの地方都市なり県都なりもやって

いないのかと思うんですが、これは僕は絶対これから議論していく上で必要だと思って資料

要求したんです。例えば最初の資料を見ますと、昭和57年というのがもうバブルの前で、こ

の時は農家が農地を自分たちで守るのに精いっぱいな時代なので、それから30年たった現在

ではやはり社会情勢も価値観も違い、東日本大震災も起きたと、こういう状況の中で本当に

都市の農地というのは農業者が言っているのかと。我々の認識するところでは、今農地を農

業者が守るということは、残すということは不可能ですよと。農地は市民の皆さんが残して

守ってくれなかったら残らないというのが僕は今の都市の現状じゃないかと思っているんで

すね。そういうことをこれから、今回の要求で無理なことを言ってもしようがないと思いま

すけれども、今後そういうことをはっきりと示していかなければいけないと思うんですね。

それから、その都市農地の持つ多面的機能とよく言葉で言うんだけれども、では多面的機

能というのは実際市民なりその都市にどれだけのプラスをもたらしているのか、それももう

少し数字化するのが難しいかもしれないけれども、それも何らかの形でこれからやっぱり出

していかないと、この検討会をやった意味が薄れるんじゃないかと思って、その辺を心配し

ているんですね。そうしますと、この出し方のように地方の農地と対比して論ずること自体

が僕は非常に難しいだろう、意味ないだろうと思うんです。計算する項目も違ってしかるべ

きだし、それから、果たしている役割の導き方も僕は違って当然だと思うんです。そういう

ものをこの中でしっかりやっていかなきゃいけないと思うんです。

それと、もう一つご覧になっていただいて、５ページなんですが、今東京の緑というのは

本当に話にならないだろうと思うんです。これは恐らく生産緑地だけしか入れていないけれ

ども、農地を全部入れると、恐らくパリと同じぐらいにようやくなるんだろうと思います。

そうすると、このパリとようやく同じになる緑というのがこれから例えば東京においては何

を意味するのか、これがこの検討会の目的とするところなのかどうなのか。そこまで言い切

ることは非常によくないとは思いますけれども、やはり現状がどうで、それがどういうふう

に評価されて、どういう働きをして、それで我々はこの検討会でこんなことを目標に掲げた

いというものがやはり僕はないといけないかなと思って、それで今こういう資料を要求した

んですが、恐らく作られる人は本当に大変だったと思う。雲をつかむような状況だったんだ

ろうと思います。それはよく理解できます。しかし、今後の問題としてやはりこういうこと

も一緒にひとつ検討していただいて、出せる数字は出していただいて、この検討委員会のテ

ーマに役立たせていっていただければ大変ありがたいと思っております。

以上でございます。

ありがとうございました。きょうは３つの地域のお話を聞いて、それなりにい○後藤座長

ろんな意見をいただいて、次回の検討会を進めていく上で参考になることが幾つもあったと

思います。時間ですので、今日はこれで終わりにさせていただきたいと思います。どうもあ

りがとうございました。

、 、 、それで 次回のことなのですけれども 次回の検討会では各論的な議論を行う前段として



- 25 -

総論的な議論を一度行いたいと考えております。その時にそれぞれの委員の方もいろんなと

ころでいろいろ自分の考えを述べていらっしゃったり、あるいは自分の所属している団体が

都市農業についていろいろな考え方をまとめているというようなこともあるかと思いますの

で、もしそれぞれの方がご発言いただく時に資料をご用意いただけるということであれば、

それを出していただいた上でご発言いただいて議論をできたらと思いますので、もし資料を

もとにご発言なさりたいという方がいらっしゃいましたら、１月末までに事務局まで数枚程

度の簡単なペーパーをご用意いただければと思っております。よろしくお願いしたいと思い

ます。

それでは、私の座長としての役割はここで終わりますので、事務局の方にお返ししたいと

思います。よろしくお願いします。

本日は長時間にわたりましてご議論いただきまして、本当にあり○田中都市農村交流課長

がとうございました。本日、皆様方から出された意見につきましては、議事概要として前回

と同様でございますけれども、農水省のホームページで公開させていただきますので、皆様

方には事前にご確認をいただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

次回の開催でございますけれども、一応皆様方のご都合をご確認した上で、２月９日木曜

日、午前10時からこの場所、本会議室で予定しておりますのでよろしくお願いいたします。

最後にもう一度確認ですけれども、今ほど座長からありましたように、当日総論的なご議

論をする際に資料配付をご希望される委員におかれましては、恐れ入りますけれども、今月

末までに事務局までご連絡いただければと思っております。

それでは、以上でございます。これをもちまして閉会させていただきます。本日はどうも

ありがとうございました。

午前１１時００分 閉会


